
▲４月25日　楠公誕生地で楠公祭が行われました。（関連記事18ページ）
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任
期
満
了
（
５
月
８
日
）
に
伴
う
村
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
が
４
月
23
日（
日
）に
村
内
４
か
所
の
投
票
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

開
票
は
同
日
行
わ
れ
、
７
人
の
村
議
会
議
員
が
決
ま
り

ま
し
た
。

〈問い合わせ〉選挙管理委員会事務局

得票総数 立候補者名 党　派 住　　所

当選６６９ 田　村　あきら 無所属 二河原邊36番地の5

当選５１１ 千　福　清　英 無所属 東阪327番地

当選５０３ 藤　浦　　稔 無所属 森屋369番地

当選４００ 井　上　こういち 公明党 水分129番地8

当選３３０ 関　口　ほづみ 日本共産党 小吹68番地の901

当選３０２ 田　中　博　治 無所属 小吹68番地の502

当選２４８ 山　形　研　介 無所属 小吹68番地の625

２４２ 徳　丸　はつみ 日本共産党 森屋288番地の3

１２８ 西　矢　武　司 無所属 川野邊209番地

千早赤阪村議会議員選挙　投票集計表

投票区
当日有権者 投　票　者　数 投　　票　　率

男 女 計 男 女 計 男 女 計

第１ 864 951 1,815 377 366 743 43.63 38.49 40.94 

第２ 387 465 852 187 162 349 48.32 34.84 40.96 

第３ 100 134 234 64 78 142 64.00 58.21 60.68 

第４ 913 995 1,908 555 576 1,131 60.79 57.89 59.28 

期日前 399 599 998

計 2,264 2,545 4,809 1,582 1,781 3,363 69.88 69.98 69.93 

移
動
期
日
前
投
票
所
を

開
設
し
ま
し
た

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
大
阪
府
内
で
初
の
試
み
と

な
る
、
移
動
期
日
前
投
票
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

４
月
19
日
～
21
日
の
間
、
投
票
箱
を
積
ん
だ
ワ

ゴ
ン
車
が
村
内
各
地
域
12
か
所
を
回
り
、
３
９
９

人
が
投
票
し
ま
し
た
。
今
回
の
選
挙
で
の
期
日
前

投
票
の
投
票
率
は
前
回
よ
り
６
・
88
ポ
イ
ン
ト
高

い
20
・
75
％
で
し
た
。
当
日
投
票
を
含
む
、
全
体

の
投
票
率
は
、
前
回
よ
り
１
・
18
ポ
イ
ン
ト
高
い

69
・
93
％
で
し
た
。

　

投
票
率
が
年
々
減
少
す
る
中
で
、
今
回
の
取
り

組
み
に
よ
り
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
こ

と
は
移
動
投
票
所
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
村
長
・
村
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
は

今
回
の
結
果
を
踏
ま
え
継
続
す
る
予
定
で
す
が
、

国
政
選
挙
に
つ
い
て
は
、
選
挙
の
種
類
も
多
く

様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
実
施
に
つ
い
て
は

難
し
い
と
考
え
て
お
り
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

４
月
23
日
執
行

千
早
赤
阪
村
議
会
議
員
選
挙
結
果
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土砂災害防止月間　　平成29年６月１日（木）～６月30日（金）
がけ崩れ防災週間　　平成29年６月１日（木）～６月７日（水）

　近年、異常な集中豪雨により、土石流、がけ崩れなどの土砂災害が発生し、人命・家屋などに大きな被害が出て
います。
　今年もまた、土砂災害の起こりやすい長雨の季節となりました。土砂災害に対する備えや、避難場所などをこの
機会に再確認しましょう。	 〈問い合わせ〉施設整備課

職
種
お
よ
び
受
験
資
格

・
事
務
職
上
級　

２
人
程
度

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
、
大

学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

人
（
学
歴
不
問
）

採
用
予
定
日　

平
成
29
年
10
月
１
日

試
験
日　

第
１
次
試
験　

７
月
２
日（
日
）

受
付
期
間　

６
月
５
日（
月
）～
26
日（
月
）の

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

そ
の
他　

　

試
験
内
容
や
詳
細
は
、
６
月

５
日
か
ら
人
事
財
政
課
で
配
布

す
る
採
用
試
験
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。ま
た
、村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
〉

　

人
事
財
政
課

平成29年10月採用

村職員募集

土石流
　急な渓谷を、水を含んだ大量の土砂・礫が津波のように流れ下るもので、「山津波」と
も呼ばれています。
　流れの先端部に大きな礫があることが多く、その流れの速さは時速20～40㎞という速
度で一瞬のうちに人家や田畑を壊滅させてしまいます。

がけ崩れ
　雨で地面にしみこんだ水分が土の抵抗力を弱め、斜面が急に崩れ落ちることです。
　また、崩れ落ちる速度も速く、地震が原因で起こることもあり、人家の近くで起こると、
死者の出る悲惨な災害となります。

地すべり
　粘土質など、すべりやすい土質を境目に、その上部の地面が動き出してゆっくりすべ
り落ちることです。
　がけ崩れに似ていますが、傾斜のゆるい斜面でも発生し、ゆっくりと継続的にすべる
こともあります。また、発生規模も広範囲にわたります。

～ みんなで防ごう土砂災害 ～
６月は土砂災害防止月間です

【
図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

　

新
刊
本
は
、
毎
月
最
初
の
開
室
日
に

配
架
し
ま
す
。
図
書
室
に
な
い
本
は
、

府
立
や
府
内
の
図
書
館
か
ら
取
り
寄
せ

て
い
ま
す
。

６
月
の
新
着
本

◆
一
般
書

錆
び
た
太
陽 

（
恩
田
陸
）

嫁
を
や
め
る
日 

（
垣
谷
美
雨
）

血 

（
新
堂
冬
樹
）

図
書
室
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ 

（
竹
内
真
）

果
鋭 

（
黒
川
博
行
）

我
ら
が
パ
ラ
ダ
イ
ス 

（
林
真
理
子
）

秋
山
善
吉
工
務
店 

（
中
山
七
里
）

犬
の
報
酬 

（
堂
場
瞬
一
）

血
縁 

（
長
岡
弘
樹
）

ダ
ー
ク
ナ
ン
バ
ー 

（
長
沢
樹
）

城
を
ひ
と
つ 

（
伊
東
潤
）

素
敵
な
日
本
人 

（
東
野
圭
吾
）

決
戦
！
忠
臣
蔵

 

（
葉
室
麟
・
朝
井
ま
か
て
）

不
時
着
す
る
流
星
た
ち 

（
小
川
洋
子
）

夜
の
谷
を
行
く 

（
桐
野
夏
生
）

ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
願
い

 

（
ト
ー
ン
・
テ
レ
ヘ
ン
）

大
人
に
な
っ
た
ら
、
着
た
い
服　

春
夏

京
阪
神
発
日
帰
り
大
人
の
小
さ
な
旅

糖
尿
病
、
認
知
症
、
が
ん
を
引
き
起
こ
す
血

糖
値
ス
パ
イ
ク
か
ら
身
を
守
れ
！

◆
児
童
書

も
ぐ
ち
ゃ
ん
ち
の
お
ひ
っ
こ
し　

 

（
よ
う
ふ
ゆ
か
／
絵
）

く
す
の
き
だ
ん
ち
の
あ
め
の
ひ

 

（
末
崎
茂
樹
／
絵
）

10
分
で
読
め
る
大
わ
ら
い
落
語

 

（
土
門
ト
キ
オ
）
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　村内にある、公共建築物や道路・橋・下水道などのインフラ施設の老朽化が進み、今後、一斉に改修や
建て替えの時期を迎えようとしていますが、改修や建て替えには多額の費用が必要となります。現在ある
公共施設をこのまま維持し続けるのは難しいと考えられます。そこで、保有する公共施設について、建て
替え・統廃合・長寿命化などを計画的に行うことにより、財政負担を軽減・平準化するため「公共施設等
総合管理計画」を策定しました。

　これらの施設を改修したり、建て替える
には多額の費用が必要となります。
　施設の統廃合や長寿命化の計画が必要と
なってきます。

　人口減少に合わせて税収や施設の利用者
が減少していくことが予想され、住民の
ニーズも変化していくものと考えられま
す。千早赤阪村まち・ひと・しごと創生人口ビジョンより

年　齢 2015年 2040年 増減率

年 少 人 口
（０～14歳）

499 202 －59.5%

生産年齢人口
（15～64歳）

2,836 1,414 －50.1%

老 年 人 口
（65歳以上）

2,256 1,703 －24.5%

合　計 5,591 3,319 －40.6%

（人）

10年未満
3.8％

10～20年
未満
19.9％

20～30年
未満
18.8％30～40年未満

20.8％

40～50年
未満
15.8％

40～50年
未満
15.8％

50年以上
20.9％

築30年以上経過した建築物
が57.5％と全体の半数以上
を占めており、老朽化が進
んでいます。

村の将来人口は今後25年間
で約４割減少すると予測さ
れています。

みんなで考え
ましょう「公共施設の今後のあり方」

公共建築物の老朽化が進んでいます

今後の人口予測はどうなっているの？

建築年数別の延床面積の割合

人口の将来推計
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現在の公共建築物をすべて改修もしくは建て替えた場合は、40年間で115.6億円の費用が必要になり
ます。村の財政規模から考えると、現在の施設をそのまま維持していくことは難しくなってきます。

〈問い合わせ〉総務課

・	施設の利用状況や耐用年数等を踏まえ、施設総量の削減、安心・安全の観点から、更新する施設、更
新しない施設の分類を行います。

・	更新する施設については、公共施設等総合管理計画の方針に基づき、適切な点検、診断等及び修繕を
実施し、施設の長寿命化を図っていきます。

・	建て替え時期が到来した施設については、その施設の評価に基づき、施設の廃止も含めた再編を実施
します。

公共施設等全体の今後の方針

（単位：万円）

※その他管理費：電話料、使用料、保守料など

施　　設　　名 経過
年数

経　　費　　内　　訳
計 使用料

収　入施設管理
委 託 費 光熱水費 修繕費 その他

管理費
千 早 赤 阪 村 役 場 54年 432 501 42 779 1,754 ―
保 健 セ ン タ ー 20年 ― 272 23 145 440 ―
く す の き ホ ー ル 24年 76

688
54 459 1,277 54

郷 土 資 料 館 31年 382 40 93 515 66
B&G 海 洋 セ ン タ ー 23年 440 238 23 158 859 172
赤 阪 小 学 校 55年 212 218 2,052 586 3,068 ―
千 早 小 吹 台 小 学 校 39年 241 256 3,509 896 4,902 ―
村 立 中 学 校 59年 141 244 53 757 1,195 ―
学 校 給 食 セ ン タ ー 24年 ― 374 7,224 2,223 9,821 ―
こ ご せ 幼 稚 園 17年 ― 94 344 328 766 ―
いきいきサロンくすのき 14年

366 279 28 250 923 186
いきいきサロンやまゆり 38年

0 円

２億円

４億円

６億円

８億円

10 億円

0

200000

400000

600000

800000

1000000

Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
34
Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
38
Ｈ
39
Ｈ
40
Ｈ
41
Ｈ
42
Ｈ
43
Ｈ
44
Ｈ
45
Ｈ
46
Ｈ
47
Ｈ
48
Ｈ
49
Ｈ
50
Ｈ
51
Ｈ
52
Ｈ
53
Ｈ
54
Ｈ
55
Ｈ
56
Ｈ
57
Ｈ
58
Ｈ
59
Ｈ
60
Ｈ
61
Ｈ
62
Ｈ
63
Ｈ
64
Ｈ
65
Ｈ
66
Ｈ
67
Ｈ
68

■ 大規模改修　　　■ 築31年以上50年未満の大規模改修　　　■ 建替え

40年間の更新費用の総額：115.6億円

年平均：2.9億円

すべての施設を維持することは困難！

主な公共建築物の維持管理経費（Ｈ27年度決算額）
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環
境
衛
生

ご
み
の
野
外
焼
却
は

や
め
ま
し
ょ
う

　

野
外
で
の
焼
却
、
い
わ
ゆ
る
野
焼
き
行
為

は
、
た
き
火
程
度
の
ご
く
軽
微
な
も
の
や
、

農
林
業
で
管
理
上
や
む
を
得
ず
行
な
う
焼
却

な
ど
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
は
「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
行

為
は
、
少
量
で
あ
っ
て
も
悪
臭
や
煙
な
ど
に

よ
り
、
近
隣
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
で
出
る
ご
み
は
分
別
し
、
村
の
定
期

収
集
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
環
境
衛
生
）

千
早
赤
阪
村
土
砂
埋
立
て
等
の
規
制
に

関
す
る
条
例
の
施
行
に
つ
い
て

　

土
砂
埋
立
て
等
に
関
し
、村
、土
砂
埋
立
て

等
を
行
う
者
、土
砂
を
発
生
さ
せ
る
者
お
よ
び

土
地
の
所
有
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、土
砂
埋
立
て
な
ど
に
つ
い
て
必
要
な

規
制
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、土
砂
埋
立
て
な
ど

の
適
正
化
を
図
り
、も
っ
て
災
害
の
防
止
お
よ

び
生
活
環
境
の
保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
、本
条
例
を
７
月
１
日
よ
り
施
行
し
ま

す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
環
境
衛
生
）

保

険

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

村
で
は
４
月
１
日
現
在
、
村
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
～
74
歳
の
人
に
、

５
月
下
旬
に
特
定
健
診
の
受
診
券
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
に
て
健
康
診
査（
診
察
・
血
液
検

査
・
検
尿
な
ど
）
を
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
健
康
寿
命
を
延

ば
す
た
め
に
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
特
定
健
診
の
受
診
券
が
届
い
て
い

て
も
、
受
診
日
現
在
、
社
会
保
険
加
入
や
転

出
な
ど
で
、
村
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
な
い
人
は
、
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
算
定
の
た
め
に

～
申
告
の
お
願
い
～

　

村
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
料
は
、
税
の
申
告
内
容
に
基
づ
き

決
定
し
ま
す
。

　

収
入
が
少
な
か
っ
た
、
も
し
く
は
収
入
が

無
か
っ
た
な
ど
で
、
確
定
申
告
や
住
民
税
申

告
を
し
て
い
な
い
人
は
、
各
保
険
料
の
算
定

の
た
め
、住
民
税
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
を
除
き
ま
す
。

○ 

前
年
中
の
収
入
が
給
与
の
み
で
、
勤
務
先

か
ら
千
早
赤
阪
村
へ「
給
与
支
払
報
告
書
」

が
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合

○ 

前
年
中
の
収
入
が
公
的
年
金
等
の
収
入
の

み
で
、
支
払
先
か
ら
千
早
赤
阪
村
へ
「
公

的
年
金
等
支
払
報
告
書
」
が
提
出
さ
れ
て

い
る
場
合

　

未
申
告
の
場
合
、
保
険
料
の
軽
減
が
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
高
額
療
養
費
の
自
己
負

担
限
度
額
の
区
分
が
正
し
く
判
定
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
は
口

座
振
替
が
便
利
で
す

　

各
保
険
料
の
納
付
は
、
納
期
限
ご
と
に
指

定
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
納
付
さ
れ
る
口
座

振
替
が
、納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
で
安
心
で
す
。

×

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場 ……☎�0081
小吹台連絡所 ………☎�7600

防災行政無線テレホンガイド 
 ………☎�1388

くすのきホール（教育委員会事務局）
•教育課… ……………☎�1300
村立郷土資料館 ……☎�1588
B&G 海洋センター ……☎�7183
学校給食センター ……☎�1112
いきいきサロン
•やまゆり… …………☎�7005
•くすのき… …………☎�1705
保健センター
•健康福祉課… ………☎�0069
•村国保診療所… ……☎�0038
•村社会福祉協議会………☎�0294
金剛山ロープウェイ
•千早駅… ……………☎�0128
村営宿泊施設
•香楠荘… ……………☎�0321
富田林市消防署
千早赤阪分署 ………☎�1755

※ 各施設の休館日については
お問い合わせください。
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意
図
し
て
こ
の
授
業
を
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
発
言
を
全
否
定
せ
ず
、
柔
ら
か

く
、
色
の
好
み
は
性
別
に
よ
ら
ず
様
々
あ
っ

て
い
い
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
い
き
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
七
年
、
カ
ナ
ダ
で
は
、
男
子
中
学

生
が
ピ
ン
ク
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
て
い
た
と

い
う
だ
け
で
、
上
級
生
か
ら
か
ら
か
わ
れ
、

暴
力
な
ど
の
い
じ
め
を
受
け
る
と
い
う
事
件

が
起
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
カ
ナ

ダ
で
は
、
二
月
の
最
終
水
曜
日
に
、
個
人
、

学
校
、
企
業
な
ど
の
賛
同
者
が
ピ
ン
ク
の

シ
ャ
ツ
を
着
て
い
じ
め
反
対
を
訴
え
る
「
ピ

ン
ク
・
シ
ャ
ツ
デ
ー
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ナ
ダ
と
い
え
ば
、
昨
年
、
仕
事
で
伺
っ
た

大
学
で
通
訳
の
女
性
と
ト
イ
レ
に
行
き
、
入

口
で
分
か
れ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

そ
の
ト
イ
レ
は
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

性
別
で
分
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
で
も
、
男
性
も
女
性
も
、
性
的
少
数
者

も
、
車
イ
ス
使
用
者
も
、
授
乳
が
必
要
な
人

も
、
皆
が
使
え
る
個
室
型
の
ト
イ
レ
が
複
数

並
ぶ
施
設
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

た
だ
、
す
り
込
ま
れ
た
無
意
識
と
い
う
の

は
怖
い
も
の
で
、
私
の
体
は
勝
手
に
、
黒
や

青
の
ズ
ボ
ン
を
は
い
た
人
型
の
、
水
色
の
タ

イ
ル
の
ト
イ
レ
へ
と
向
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
小
学
校
に
入
学

し
て
そ
ろ
そ
ろ
二
か
月
、
大
き
な
ラ
ン
ド
セ

ル
を
背
負
っ
て
登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

は
、
微
笑
ま
し
い
も
の
で
す
。
さ
て
、
そ
の

ラ
ン
ド
セ
ル
で
す
。
私
の
子
ど
も
の
頃
は
、

男
の
子
は
黒
、女
の
子
は
赤
と
、概
ね
決
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
誰
が
決
め
て
い
た
の
か
、
そ

れ
以
外
の
色
を
売
っ
て
い
た
記
憶
も
あ
り
ま

せ
ん
。
今
日
、
大
手
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
ラ
ン
ド
セ
ル
売
り
場
に
行
く
と
、
二
十
四

色
も
の
多
様
な
ラ
ン
ド
セ
ル
が
売
ら
れ
て
い

ま
す
。
先
日
、
あ
る
県
の
一
年
生
の
授
業
を

拝
見
し
た
際
の
、
教
室
の
後
ろ
に
置
か
れ
て

い
る
ラ
ン
ド
セ
ル
も
色
と
り
ど
り
で
、
主
流

は
薄
紫
、
水
色
、
茶
色
で
し
た
。

　

そ
の
学
校
で
拝
見
し
た
の
は
、「
わ
た
し

の
す
き
な
色
」
と
い
う
授
業
で
し
た
。「
自

分
の
好
き
な
色
で
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
デ
ザ
イ
ン
し

ま
し
ょ
う
」
と
配
ら
れ
た
プ
リ
ン
ト
に
、
子

ど
も
た
ち
は
、
色
鉛
筆
で
好
き
な
色
を
楽
し

そ
う
に
塗
っ
て
い
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
仕

上
が
っ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
を
、
実
物

投
影
機
で
ス
ク
リ
ー
ン
に
大
写
し
に
し
て
も

ら
い
、「
わ
あ
、
き
れ
い
」「
よ
く
似
合
い
そ

う
」
な
ど
と
、
感
想
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
で
す
。
ピ
ン
ク
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
描

い
た
男
の
子
へ
の
感
想
で
、別
の
男
の
子
が
、

「
男
な
の
に
変
や
！
」「
ピ
ン
ク
は
女
色
や
！
」

と
言
い
出
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
先
生
は
、

人
権
コ
ラ
ム「
き
ず
な
」
㊾

紫
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル

佐
久
間
敦
史

　
　
（
大
阪
教
育
大
学
）

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
預
金
通
帳

と
金
融
機
関
届
出
印
鑑
、
納
入
通
知
書
を
持

参
の
上
、
口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

６
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
す
る
と
、
７
月

分
か
ら
口
座
振
替
で
き
ま
す
。

（
口
座
振
替
は
毎
月
25
日
で
す
。
た
だ
し
、

指
定
振
替
日
が
取
扱
金
融
機
関
な
ど
の
休
日

に
あ
た
る
場
合
は
、
１
営
業
日
前
で
す
。）

（
口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関
）

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
三
井
住
友
・
り
そ
な
・

近
畿
大
阪
の
各
銀
行
お
よ
び
大
阪
南
農
業
協

同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

　

健
康
福
祉
課
（
介
護
）税

村
・
府
民
税
１
期
分
の
納
税
は

６
月
30
日
ま
で
に

　

税
金
は
期
限
内
に
次
の
場
所
で
納
税
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎ 

り
そ
な
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
、
三
井
住
友
、

南
都
、近
畿
大
阪
、関
西
ア
ー
バ
ン
各
銀
行
、

大
阪
南
農
業
協
同
組
合
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・

郵
便
局
、
役
場
、
小
吹
台
連
絡
所
（
午
前

９
時
30
分
か
ら
正
午
）

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

※ 

口
座
振
替
に
よ
る
引
き
落
と
し
は
６
月
30

日（
金
）で
す
。
通
帳
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

※ 

納
税
に
は
便
利
で
安
心
、
安
全
な
口
座
振

替
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

人

権

男
女
共
同
参
画
週
間

　

６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間

で
す
。

　

人
口
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
で
女
性

が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
参
画
し
、
そ
の

能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

男
性
と
女
性
が
職
場
や
学
校
、
地
域
、
家

庭
で
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
の

男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ

の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）
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子

育

て

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の

現
況
届
は
６
月
中
に

　

児
童
手
当
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
に
、
現

況
届
の
用
紙
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、
必
ず

６
月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
は
、
受
給
者
の
支
給
要
件
や
所
得
状

況
な
ど
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
手
続
き
で
、
届

け
出
が
な
い
と
６
月
分
か
ら
の
手
当
の
支
払

が
差
し
止
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

６
月
は
手
当
の
支
払
い
月
で
す

　

２
月
分
か
ら
５
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
を

６
月
12
日（
月
）に
振
り
込
み
ま
す
。
受
給
し

て
い
る
人
は
、
口
座
へ
の
入
金
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
な
ど
の
支
給
月
額

・
０
歳
～
３
歳
未
満
（
一
律
）

　

１
万
５
千
円

・
３
歳
～
小
学
校
修
了
前

　

１
万
円

　
（
第
３
子
以
降
は
１
万
５
千
円
）

・
中
学
生
（
一
律
）

　

１
万
円

・
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
人

　

特
例
給
付
と
し
て
児
童
１
人
に
つ
き

　

一
律
５
千
円

す
る
人

①
平
成
29
年
度
中
に
満
40
歳
と
な
る
人

② 

平
成
29
年
度
中
に
満
41
歳
以
上
で
過
去
に

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
相
当
す
る
検
診
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人

③ 

平
成
29
年
度
に
満
41
歳
以
上
で
、
特
定
健

康
診
査
な
ど
に
お
い
て
肝
機
能
検
査
に
異

常
が
あ
る
人

内
容　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
血
液
検
査
で

次
の
項
目
に
つ
い
て
検
査
し
ま
す
。

①
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

②
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

受
診
料　

無
料

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど

を
送
付
し
ま
す
。そ
の
後
、委
託
医
療
機
関
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
４
月
１
日
現

在
40
歳
の
人
で
、
４
月
末
に
個
別
郵
送
し
た

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
案
内
・
受
診
券
・
問

診
票
を
お
持
ち
の
人
は
申
し
込
み
不
要
で
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課　
（
健
康
）

成
人
歯
科
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　

歯
の
損
失
は
、
物
が
食
べ
に
く
い
、
会
話

が
不
明
瞭
に
な
る
な
ど
、
健
康
で
明
る
く
豊

か
な
生
活
を
送
る
う
え
で
大
き
な
影
響
が
あ

り
ま
す
。
歯
周
疾
患
は
初
期
に
は
自
覚
症
状

が
乏
し
く
放
置
さ
れ
が
ち
で
す
。
早
い
時
期

に
口
の
中
の
健
康
状
態
や
歯
磨
き
の
状
況
を

確
認
し
、
む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

検
診
実
施
期
間　

３
月
30
日（
金
）ま
で

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

場
所　

村
指
定
医
療
機
関

　
　
　
（
富
田
林
歯
科
医
師
会
管
内
）

対
象　

４
月
１
日
現
在
40
・
50
・
60
・
70
歳

の
人

内
容　

問
診
・
口
腔
内
診
査
・
結
果
説
明

受
診
料　

無
料

受
診
方
法　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受

診
券
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
歯
科

医
院
に
電
話
で
予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
す
で
に
申
込
み
さ
れ
て
い
る
人

は
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

「
健
や
か
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
倶
楽
部

～
め
ざ
せ
！
10
歳
若
返
り
～
」

参
加
者
募
集

　

健
康
な
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
日
常

生
活
の
食
事
や
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
室

で
す
。
か
ら
だ
の
内
側
か
ら
美
し
く
若
返
り

ま
し
ょ
う
。

実
施
回
数　

１
コ
ー
ス
で
７
回
実
施
し
ま
す
。

（
前
期
・
後
期
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
内

容
を
予
定
し
て
い
ま
す
。）

※ 

「
第
３
子
以
降
」
と
は
、
高
校
卒
業
ま
で

（
18
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
）
の
養
育
し
て
い
る
児
童
の
う
ち
、

３
番
目
以
降
を
い
い
ま
す
。

注
意
事
項　

住
所
、
児
童
数
な
ど
の
変
更
、

受
給
者
が
退
職
や
転
職
を
し
た
場
合
や
世
帯

で
の
生
計
中
心
者
が
変
更
（
離
婚
・
婚
姻
・

所
得
の
増
減
な
ど
）
に
な
っ
た
場
合
は
、
必

ず
届
け
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と

返
還
金
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

健

康

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
症
状
が
現
れ
に
く
く
、

気
づ
か
な
い
う
ち
に
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
へ

と
進
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

検
診
実
施
期
間　

３
月
30
日（
金
）ま
で

場
所　

次
の
委
託
医
療
機
関

・
村
国
保
診
療
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

・
村
国
保
千
早
診
療
所

・
や
す
ら
ぎ
会　

植
田
診
療
所

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

対
象
者　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
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広 告

〉
せ
わ
合
い
問
の
載
掲
告
広
〈　

人
事
財
政
課

　地
域
戦
略
室

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

村
内
在
住
で
64
歳
以
下
の
男
女

（
平
成
29
年
4
月
1
日
現
在
）

定
員　

15
人
（
初
回
の
人
優
先
）

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法　

基
本
的
に
は
１
コ
ー
ス
（
全
７

回
）
ご
と
に
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。
キ
ャ

ン
セ
ル
の
場
合
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

た
だ
し
、
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
１
回

の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

費
用　

初
回
３
０
０
円
、
２
回
目
以
降
１
５

０
円
（
調
理
実
習
日
は
食
材
費
と
し
て
別
途

４
０
０
円
必
要
）

※ 

テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※ 

参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
内
容
を
後
日
送

付
し
ま
す
。

※
保
育
が
必
要
な
人
は
、
ご
相
談
下
さ
い
。

　

こ
の
機
会
に
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

テ　ー　マ 内　　容（予定） 前　　期 後　　期

健 康 の た め の
土 台 づ く り

運 動 実 技
①運動の基本を知ろう！
　 運動の必要性、セルフチェックの方

法
７月７日（金） 11月21日（火）

栄 養 講 義
実演・試食

②栄養の基本を知ろう！
　 食事のバランスについて、脂肪を減

らすコツ
７月21日（金） 11月28日（火）

健康的な日常生活

運 動 実 技
③日常生活でちょこっと運動
　 プラス10（今よりも10分多く体を動

かしましょう）身体活動量について
８月４日（金） 12月19日（火）

栄 養 講 義
実演・試食

④食材のかしこい選び方
　 外食・中食の上手な選び方、加工食

品について
８月18日（金） 12月26日（火）

健 康 の た め の
ワ ン ポ イ ン ト

運 動 実 技
⑤気軽に始めるウォーキング
　 有酸素運動の効果、正しい姿勢・

フォームについて
９月１日（金） １月16日（火）

栄 養 講 義
調 理 実 習

⑥～若さの秘訣～減塩料理
　塩分を上手に減らす工夫 ９月22日（金） １月23日（火）

こ れ か ら の
健 康 法

栄 養 講 義
運 動 実 技

⑦健康で生涯をはつらつと過ごそう！
　栄養：自宅でできる栄養のコツ
　運動： ロコモティブシンドロームと

は

10月６日（金） ２月20日（火）

平
成
29
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
３
期
（
６
月
分
）
の
納
期
限
は
、
６
月
30
日（
金
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
６
月
23
日（
金
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付
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２人に１人はがんにかかると言われていますが、現代医学では不治の病ではなくなってきています。
まずは検診を受けて、早期発見・早期治療が肝心です。お早目に保健センターに申し込みください。

※上記の「受診できる回数」は集団・個別のいずれかになります。（両方受ける事はできません）
※乳がん・子宮頸がん検診は、昨年度受診していない場合は奇数年生まれでも受診できます。

●申し込み方法（集団・個別のいずれの検診も）
電話または窓口にて、保健センターで申し込みを受け付けします。
集団検診を申し込みされた人には各検診日の約２週間前に予約票など詳しい案内を送付します。
個別検診を申し込みされた人には随時受付票・受診票などの必要書類を送付します。

●集団検診（実施場所：保健センター）※定員になり次第締め切ります。

※乳がん検診、乳がん・子宮がんセット検診は受付時間ごとの時間帯予約制です。
※検診日に介助の必要な人は事前に相談ください。

●個別検診　【検診実施期間：５月１日（月）～３月30日（金）まで】
　〈指定医療機関（富田林医師会管内）〉※近くの医療機関で受診できます。

　〈がん循環器病予防センター〉※５種類のがん検診を一日で受診できます。

●検診の種類・対象者・実施方法・受診できる回数
検診の種類 対　象　者 受診できる回数

胃 が ん 検 診
受診日現在40歳以上の人 年度に１回大 腸 が ん 検 診

肺 が ん 検 診
乳 が ん 検 診 受診日現在、40歳以上の和暦で偶数年生まれの人 ２年（年度）に１回
子宮頸がん検診 受診日現在、20歳以上の和暦で偶数年生まれの人 ２年（年度）に１回

胃 が ん・
大腸がん・
肺 が ん・
結 核 検 診

検 診 日 ６月９日（金）・６月29日（木）・７月９日（日）・
９月14日（木）・10月３日（火）・11月19日（日）の午前

当日受付時間 午前８時30分～11時 定 　 　 員 各50人
内 　 　 容 〈胃がん〉問診・Ｘ線間接撮影　　〈大腸がん〉問診・便潜血検査

〈肺がん・結核〉問診・胸部Ｘ線直接撮影（喀痰検査は必要者のみ実施）
※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られない場合は必ず相談ください。

乳がん検診

検 診 日 ７月４日（火）・10月24日（火）の午前
当日受付時間 〈40歳代〉午前９時30分　　〈50歳以上〉午前10時・10時30分・11時
定 　 　 員 〈40歳代〉各７人　　〈50歳以上〉各22人
内 　 　 容 問診 ･ 視触診 ･ マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）
※次の人は村の集団検診は受けられません。主治医に相談の上、医療機関で受診してください。
　・妊娠中または妊娠の可能性のある人　　　・授乳中の人
　・心臓ペースメーカーを装着している人　　・豊胸術をしている人
　・立ったままの姿勢を保てない人　　　　　・腕を上にあげられない人
　・ＶＰシャントを挿入している人　　　　　・乳腺の治療中、経過観察中の人

子宮頸がん
検 診

検 診 日 ７月４日（火）・10月24日（火）の午後
当日受付時間 午後１時30分～３時 定 　 　 員 各55人
内 　 　 容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は実施しません）

乳 が ん・
子宮頸がん
セット検診

検 診 日 ７月４日（火）・10月24日（火）の午後
当日受付時間 〈40歳代〉午後０時45分　　〈50歳以上〉午後１時15分・１時45分・２時15分
定 　 　 員 〈40歳代〉各６人　　〈50歳以上〉各22人
内 　 　 容 集団の「乳がん検診」「子宮頸がん検診」と同じ

大 腸 が ん
個 別 検 診

実施医療機関 村国保診療所（保健センター内・千早診療所）・植田診療所の３か所
内 　 容 問診・便潜血検査

乳 が ん
個 別 検 診

実施医療機関
／ 内　　 容

いぬいクリニック / 問診 ･ 視触診 ･ マンモグラフィ検査
富田林病院 / 問診 ･ マンモグラフィ検査

※マンモグラフィ検査は40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影
子宮頸がん
個 別 検 診

実施医療機関 あやレディースクリニック・斉藤ウィメンズクリニック・澤井産婦人科
富田林病院・たけい産婦人科の５か所

内 　 容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診・（子宮体部細胞診は必要な人のみ実施可能）

セット検診
胃・大腸・
肺・乳・

子宮頸がん
検診

実施医療機関 がん循環器病予防センター（大阪市城東区森之宮）

内 　 容
〈胃がん〉問診・Ｘ線デジタル撮影
〈肺がん〉問診・胸部Ｘ線デジタル撮影（喀痰検査は必要者のみ実施）
〈乳がん〉問診 ･ 視触診 ･ マンモグラフィ検査
〈大腸がん〉〈子宮頸がん〉個別の指定医療機関と同じ（ ）

を受け付けます

〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）☎�0069（直通）・☎�0081（代表）
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四
月
か
ら
千
早
赤
阪
村
国
保
診
療
所
に

来
ま
し
た
、
医
師
の
川
妻
で
す
。
山
本
先

生
、
大
澤
先
生
の
後
を
引
き
継
い
で
、
皆

さ
ん
の
健
康
と
安
心
な
暮
ら
し
を
診
療
所

か
ら
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
ち
ら
に
来
る
前
は
、
病
院
や
保
健
所

な
ど
の
勤
務
を
経
た
あ
と
新
潟
県
や
長
野

県
の
診
療
所
で
地
域
医
療
に
従
事
し
て
い

ま
し
た
。
高
齢
の
患
者
さ
ん
が
多
く
、
急

な
怪
我
や
病
気
の
ほ
か
に
、
糖
尿
病
や
高

血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
悩
む
方
が
た

く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た

日
々
の
な
か
で
感
じ
た
の
は
、
診
療
所
が

近
く
に
在
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
体
調

不
良
や
怪
我
は
い
つ
起
き
る
か
解
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
慢
性
疾
患
な
ど
を
抱
え
て
い

る
と
、
無
理
な
く
通
え
る
と
こ
ろ
に
診
療

所
が
あ
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
ま
た
物
理

的
な
近
さ
だ
け
で
は
な
く
、
心
の
距
離
の

近
さ
も
大
切
で
す
。身
体
の
調
子
が
悪
い
、

ど
こ
か
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い

う
不
安
を
抱
き
つ
づ
け
る
の
は
辛
い
で
す

ね
。
そ
ん
な
と
き
に
気
軽
に
相
談
で
き
る

場
所
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

生
活
習
慣
病
な
ど
の
治
療
に
も
信
頼
関
係

は
大
切
で
す
。
至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
お
話
を

じ
っ
く
り
伺
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
や

考
え
方
に
寄
り
添
っ
た
医
療
を
ご
提
供
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
あ

た
た
か
く
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
小
さ
な
診
療
所
で
で
き
る

こ
と
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
近
隣

の
医
療
機
関
と
密
に
協
力
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
普
段
は
通
い
や
す
い
村
の
診
療

所
で
、そ
し
て
大
掛
か
り
な
検
査
や
手
術
、

専
門
医
の
診
察
な
ど
が
必
要
な
と
き
な
ど

に
は
外
の
病
院
で
。「
身
近
な
診
療
所
」と
、

然
る
べ
き
病
院
へ
ス
ム
ー
ズ
に
繋
ぐ
こ
と

が
で
き
る
体
制
と
い
う
二
つ
の
柱
で
、
住

み
慣
れ
た
場
所
で
の
安
心
な
暮
ら
し
を
支

え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
病
院
に
通

う
の
が
大
変
に
な
っ
て
き
た
方
や
、
複
数

の
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
は
、
普
段
は
近
く
の
診
療
所
を
か
か
り

つ
け
に
し
て
、
何
か
あ
れ
ば
病
院
を
受
診

す
る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

私
も
村
で
暮
ら
し
始
め
て
１
ヵ
月
が
経

ち
ま
す
。
懐
か
し
い
大
阪
弁
と
千
早
赤
阪

村
の
美
し
い
風
景
に
囲
ま
れ
た
生
活
が
と

て
も
豊
か
に
感
じ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
新
参

者
で
す
が
、み
な
さ
ん
に
も
早
く
「
近
さ
」

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

『
梅
雨
に
気
を
つ
け
た
い
食
中
毒
』

健康ちはやあかさか21
イメージキャラクター

　

今
年
も
梅
雨
が
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
の

季
節
に
な
る
と
湿
度
も
気
温
も
高
く
な
っ

て
き
ま
す
。
食
中
毒
を
起
こ
さ
ず
、
安
全

に
食
事
を
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

食
中
毒
の
菌
を
「
つ
け
な
い
」「
増
や

さ
な
い
」「
や
っ
つ
け
る
」
こ
と
で
す
。

家
庭
で
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

①
食
品
の
購
入

● 

生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
も
の
を
選
び
、
肉

や
魚
の
汁
が
他
の
食
品
に
付
着
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

● 

表
示
の
あ
る
食
品
は
、
消
費
期
限
な
ど

を
確
認
し
て
か
ら
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

②
家
庭
で
の
保
存

● 

帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
ま
た
は
冷
凍

庫
に
保
存
し
、
詰
め
す
ぎ
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。（
め
や
す
は
７
割
程
度
に
）

● 

庫
内
温
度
は
、
冷
蔵
10
℃
以
下
、
冷
凍

-15
℃
以
下
に
維
持
し
ま
し
ょ
う
。（
し

か
し
細
菌
が
死
滅
す
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
早
め
に
使
い
切
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
）

③
下
準
備

● 
料
理
を
す
る
前
に
は
、
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。
人
の
手
指
に
は
、
目
に
見
え

な
い
ウ
イ
ル
ス
や
バ
イ
菌
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。

● 

生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
は
、
ま
な
板

や
包
丁
を
洗
剤
で
洗
い
ま
し
ょ
う
。

● 

井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
で
は
、

水
質
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

④
調
理

● 

加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
十
分
に
加

熱
し
ま
し
ょ
う
。（
中
心
部
75
℃
以
上

で
１
分
以
上
加
熱
す
る
こ
と
）

● 

料
理
を
途
中
で
中
断
し
、
そ
の
ま
ま
室

温
で
放
置
す
る
と
細
菌
が
食
品
に
つ
い

た
り
増
え
た
り
し
ま
す
。
中
断
す
る
と

き
は
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

⑤
食
事

● 

食
卓
に
着
く
前
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

● 

調
理
後
の
食
品
で
も
、
細
菌
が
繁
殖
す

る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
室
温
に
長
時
間

放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
残
っ
た
食
品

● 

残
っ
た
食
品
を
温
め
直
す
と
き
も
十
分

に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。（
め
や
す
は

75
℃
以
上
）

● 

す
こ
し
で
も
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
食
べ

ず
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

※ 

厚
生
労
働
省
の
「
家
庭
で
で
き
る
食
中

毒
予
防
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
参
考

　

食
中
毒
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
こ
れ
ら

の
予
防
方
法
を
き
ち
ん
と
守
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
（
健
康
福
祉
課　

管
理
栄
養
士
）

気
象
・
住
居
な
ど
の
環
境
に
よ
っ
て
、
音
声
が
反
響
し
放
送
が
聞
き
取
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
放
送
を
聞
き
逃
し
た
、
放
送
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
場
合
は

『
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
』
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
※
録
音
さ
れ
た
内
容
は
、
一
定
時
間
で
消
去
さ
れ
ま
す
。

『
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
』

☎
�
１
３
８
８

●

●

は
じ
め
ま
し
て

千
早
赤
阪
村
国
保
診
療
所

医
師　

川
妻 

史
明
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地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。
専任の保育士が常駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
ご
案
内

　

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
不
足

か
ら
骨
の
量
が
減
少
し
、
骨
が
折
れ
や
す
く

な
る
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
女
性
に
多

い
病
気
で
、
特
に
高
齢
に
な
る
と
こ
の
病
気

に
か
か
る
率
は
男
性
の
３
～
４
倍
に
も
な
り

ま
す
。
検
診
を
受
け
て
、
早
期
発
見
・
早
期

対
応
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ

ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　

４
月
１
日
現
在
、
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳
の
女
性

検
診
の
内
容　

超
音
波
に
よ
る
骨
密
度
測
定
・
結
果
説
明

受
診
料　

無
料

検
診
実
施
機
関　

５
月
１
日（
月
）～
９
月
29
日（
金
）ま
で

実
施
医
療
機
関　

千
早
赤
阪
村
国
保
診
療
所

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）（
月
）～（
金
）午
前
９
時

～
正
午
及
び（
月
・
水
・
木
）午
後
２
時
～
４

時
30
分

申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た
は
窓
口
に
て
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。
申
し
込
み
さ
れ
た
人
に
は
受
診
券
・
問

診
票
等
の
必
要
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

〈６月の予定〉〈開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時〉

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

６ 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

７ 水 午前10時30分～11時

地域子育て支援センター

リトミック音感あそび

13 火 午前10時30分～11時 風船あそび

14 水 午前10時30分～11時 七夕制作

15 木 ★ 午前10時～10時30分 げんき親子体操
（予約は８日（木）までに）

20 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

21 水 ★ 午前10時30分～11時 地域子育て支援センター 英語あそび・発育測定
（予約は14日（水）までに）

22 木 ★ 午前10時出発予定
午後１時帰園予定 錦織公園 バスでおでかけ（雨天中止）

費用　バス代200円（一家庭）

27 火 午前10時～11時 くすのきホール 親子コンサート

29 木 午前10時～ 地域子育て支援センター じゃがいも掘り（雨天中止）

☆今月の一押し　 
　バスでおでかけ　 アンパンマンバスに乗って、錦織公園に出かけます。
　  16日（金）までに予約してください。

のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子で
のびのびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　 ★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都
合で活動が中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター
ai ♡げんきだより』をご覧ください。
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催

し

福
祉
施
設
の
お
仕
事
・
事
業
所
見
学
会

日
時　
６
月
20
日（
火
）午
後
１
時
50
分
現
地
集
合

場
所　

社
会
福
祉
法
人
長
野
社
会
福
祉
事
業

財
団　

介
護
老
人
福
祉
施
設
ク
ロ
ー
バ
の
丘

（
河
内
長
野
市
小
塩
町
４
３
１-
３
）

対
象　

・
福
祉
施
設
で
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
人

・ 

看
護
職
・
介
護
職
・
作
業
療
法
士
・
理
学

療
法
士
・
管
理
栄
養
士
な
ど
の
仕
事
を
探

し
て
い
る
人

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登
録
の
あ
る
人

定
員　

６
人
（
先
着
順
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

河
内
長
野　

☎
�
３
０
８
１
（
41
＃
）

教
科
書
展
示
会

　

南
河
内
郡
の
教
科
書
セ
ン
タ
ー
で
現
在
使

用
さ
れ
て
い
る
小
中
学
校
用
の
教
科
書
の
展

示
会
を
開
催
し
ま
す
。

場
所　

南
河
内
郡
地
区
教
科
書
セ
ン
タ
ー

（
河
南
町
役
場
１
階
教
育
委
員
会
前
）

展
示
期
間　
６
月
１
日（
木
）～
７
月
７
日（
金
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土・日
曜
日
休
館
）

展
示
本
の
種
類　

小
中
学
校
用
教
科
書

〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

平
成
29
年
度
創
業
支
援
事
業
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

こ
れ
か
ら
創
業
さ
れ
る
人
を
対
象
に
、
創

業
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
無
料
で
学
べ
る
創

業
セ
ミ
ナ
ー
や
、
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
る
と
利

用
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
優
遇
措
置
で
、
創
業

に
あ
た
っ
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
「（
飲
食
業
・
小
売
業
等
向
け
）

業
種
特
化
型
創
業
セ
ミ
ナ
ー
」
と
「
創
業
講

座
」の
２
種
類
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

創
業
を
考
え
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
く

だ
さ
い
。

※ 
優
遇
措
置
の
詳
し
い
内
容
な
ど
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

「（
飲
食
業
・
小
売
業
等
向
け
）
業
種
特
化
型

創
業
セ
ミ
ナ
ー
」

日
時　

７
月
20
日（
木
）

　
　
　

７
月
27
日（
木
）

　
　
　

８
月
３
日（
木
）

　
　
　

８
月
10
日（
木
）

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場
所　

 

富
田
林
商
工
会　

会
議
室
（
富
田
林

市
粟
ケ
池
町
２
９
６
９-

５
）

「
創
業
講
座
」

日
時　

８
月
26
日（
土
）

　
　
　

９
月
２
日（
土
）

　
　
　

９
月
９
日（
土
）

　
　
　

９
月
16
日（
土
）

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時
30
分

場
所　

 

富
田
林
市
市
民
会
館　

３
階　

農
林

会
議
室
（
富
田
林
市
粟
ケ
池
町
２
９

６
９-

５
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
商
工
会　

☎
㉕
１
１
０
１

　

観
光
・
産
業
振
興
課

大
阪
府
海
洋
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
事
業
参
加
者
募
集

○ 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
地
域
海
洋
セ
ン
タ
ー
連
絡

協
議
会
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

『
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
』

日
程　

８
月
10
日（
木
）～
11
日（
金
）

　
　
　

１
泊
２
日

場
所　

高
島
市
高
島
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

艇
庫
及
び
萩
の
浜
（
滋
賀
県
高
島
市
宮
野
）

宿
泊　

び
わ
湖
青
少
年
の
家

出
発　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
駐
車
場

　
　
　

午
前
９
時

対
象　

村
内
在
住
の
小
学
４
年
生
～
中
学
３

年
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

７
千
円
（
保
険
・
宿
泊
費
含
む
）

※
１
日
目
の
昼
食
は
各
自
持
参

内
容　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
あ
る
海
洋
セ
ン

タ
ー
所
在
の
市
町
村
参
加
者
と
、
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
図
り
ま
す
。

○
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
in
び
わ
湖

日
程　

８
月
18
日（
金
）

場
所　

滋
賀
県
大
津
市
（
琵
琶
湖
）

出
発　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
駐
車
場

　
　
　

午
前
６
時
45
分

対
象　

村
内
在
住
の
小
学
４
年
生
以
上（
小
学

１
～
３
年
生
も
保
護
者
同
伴
に
限
り
参
加
可
）

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
千
円
（
保
険
・
昼
食
含
む
）

内
容　

カ
ヌ
ー
体
験
・
釣
り
体
験
・
ウ
ォ
ー

タ
ー
チ
ュ
ー
バ
―
で
環
境
体
験
な
ど

受
付　

６
月
13
日（
火
）
午
前
９
時
30
分
～

（
先
着
順
）

締
切　

６
月
30
日（
金
）

※ 

各
事
業
と
も
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。村
民
で
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

６
月
20
日（
火
）よ
り
村
外
の
人
も
受
け
付

け
ま
す
。

　

各
事
業
の
申
し
込
み
時
に
、
参
加
費
・
印

鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。
各
事
業
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
参
加
申
し
込
み
時
に
お
渡
し
し
ま

す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

※ 

キ
ャ
ン
セ
ル
の
返
金
に
つ
い
て
は
、
必
要

経
費
を
差
し
引
い
て
返
金
し
ま
す
。
参
加

費
を
上
回
る
場
合
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。
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夏
休
み
こ
ど
も
水
泳
教
室

日
時　

７
月
21
日（
金
）～
25
日（
火
）の
５
日
間

※
予
備
日
７
月
26
日（
水
）

・
幼
児
の
部　

午
後
２
時
～
３
時

・ 

小
学
生
の
部　

午
後
３
時
10
分
～
４
時
10

分
場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

定
員

・
幼
児
の
部
（
３
歳
児
～
５
歳
児
）
40
人

・
小
学
生
の
部
（
１
年
生
～
６
年
生
）
60
人

参
加
費　

２
千
円

申
込　

６
月
20
日（
火
）
午
前
９
時
30
分
～

７
月
７
日（
金
）
午
後
５
時
（
先
着
順
）

※ 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
く
す

の
き
ホ
ー
ル
に
て
受
け
付
け
。
電
話
で
の

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
時

に
、
参
加
費
（
２
千
円
）
と
印
鑑
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

平
成
26
年
４
月
２
日
生
ま
れ
以
降
の
幼
児

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

村
民
で
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
村
外

の
人
も
６
月
27
日（
火
）午
前
９
時
30
分
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
定
員
に
達

し
て
い
れ
ば
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
と
な
り
ま

す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

子
ど
も
・
子
育
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

日
時　

６
月
４
日（
日
）
午
後
２
時
～

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階　

会
議
室

対
象　

幼
稚
園
・
保
育
園
児
の
保
護
者

※ 

対
象
者
に
は
園
を
通
じ
て
案
内
を
配
付
し

ま
す
の
で
、
参
加
希
望
者
は
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

内
容　
「
幼
稚
園
・
保
育
園
の
現
状
や
課
題
」

な
ど
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
の
意
見
交
換

※ 

託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
（
無
料
・
事
前
申
し

込
み
要
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

住
民
生
活

電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
の

休
日
交
付
に
つ
い
て

　

６
月
１
日
よ
り
、
平
日
に
役
場
窓
口
へ
来

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
電
話
（
☎
�

０
０
８
１
）
で
担
当
課
へ
予
約
し
、
休
日
に

証
明
書
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
予
約
で
き
る
証
明
書

・
住
民
票

・ 

課
税
所
得
証
明
書
、
軽
自
動
車
税
納
税
証

明
書
（
継
続
検
査
用
）

○ 

予
約
お
よ
び
証
明
書
を
受
け
取
る
こ
と
が

※ 講座日時や講演タイトルは、講師の都合上変更に
なる場合があります。

※ 講座日時に変更があった場合は、受講登録者へ事
前に連絡します。

※ 全ての講座を受講された人には、修了証を交付します。
時間　午後２時～４時
場所　くすのきホール２階会議室（エレベーター有）
定員　各回50人（受講登録者優先・先着順）

費用　１回400円　　受付　随時
※土曜日・日曜日・祝日を除く、午前９時～午後５時
備考　村外の人も受講できます。

〈申し込み・問い合わせ〉教育課 ☎�1300　 �1400
※ 電話・ＦＡＸの他、くすのきホール窓口や受講当

日の受付でも直接申し込むことができます。
※ 登録の際は、郵便番号と住所、氏名、電話番号を

お伺いします。

■歴史講座■
　前期（第２回～第４回）「中世の近畿、大坂、南河内」

回 講座日 タイトル 講　　師

２ ６月９日（金） 金剛山をとりまく信仰世界 阪南大学国際観光学部准教授
和泉　大樹　氏

３ ７月７日（金） 中世最大級の城、高屋城跡にせまる 羽曳野市文化財保護課参事
井原　稔　氏

４ ８月４日（金） 中世村落について
～河内長野市域の事例を中心として～

河内長野市ふるさと文化財課課長補佐
太田　宏明　氏

　後期（第５回～第８回）「河内の古墳文化」
回 講座日 タイトル 講　　師

５ ９月15日（金） 河内の前期古墳を考える 大阪市立大学大学院文学研究科教授
岸本　直文　氏

６ 10月13日（金） 古市古墳群の時代 藤井寺市世界遺産登録推進室長
山田　幸弘　氏

７ 11月10日（金） 百舌鳥古墳群の造営
－世界遺産登録の取組みの紹介を兼ねて－

百舌鳥・古市古墳群世界文化
遺産登録推進本部会議事務局

十河　良和 氏

８ 12月８日（金） 近つ飛鳥周辺の後・終末期古墳 大阪府立近つ飛鳥博物館副館長
森本　徹　氏

平成29年度村民大学歴史講座開講のお知らせ
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「
千
早
赤
阪
村
土
砂
災
害

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」の

　
　
　
　
　
訂
正
に
つ
い
て

で
き
る
人

・
住
民
票
（
住
民
課
）

　

 
千
早
赤
阪
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
本
人
ま
た
は
本

人
と
同
一
世
帯
に
属
す
る
者
。

※ 

同
じ
住
所
で
も
、
別
世
帯
で
あ
れ
ば
予
約

で
き
ま
せ
ん
。　

・ 

課
税
所
得
証
明
書
、
軽
自
動
車
税
納
税
証

明
書
（
継
続
検
査
用
）（
税
務
）

　

本
人
ま
た
は
本
人
と
同
居
の
親
族
。

○
受
付
日
時

・ 

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
休
日
を
除
く
。）

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
。

　

 

受
け
取
る
予
定
の
日
の
８
日
前
か
ら
予
約

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
交
付
場
所

・
役
場
本
庁
（
正
面
玄
関
入
っ
た
と
こ
ろ
）

○
交
付
日
時

・ 

土
曜
、日
曜
、祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
。）

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
30
分
。

○
持
っ
て
く
る
も
の

・
印
鑑

・ 

受
け
取
る
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
ま
た
は
個

人
番
号
カ
ー
ド
な
ど
）　

・
手
数
料

　

 

１
件
に
つ
き
３
０
０
円
。
た
だ
し
、
軽
自

動
車
税
納
税
証
明
書
（
継
続
検
査
用
）
は

無
料
と
な
り
ま
す
。
お
釣
り
の
出
な
い
よ

う
手
数
料
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。　

※ 

本
人
確
認
が
で
き
な
い
場
合
、
交
付
で
き

ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
・
総
務
課
（
税
務
）

そ
の
他
の

　
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

寄　
　

付

　

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
吉
田　

行
男
（
森
屋
４
４
６
番
地
）

　

１
万
円

　

亡
父　

孝
博
氏
の
三
回
忌
の
供
養
と
し
て

◎
千
早
赤
阪
村
ゴ
ル
フ
連
盟

　

３
万
２
２
４
０
円

　

ゴ
ル
フ
大
会
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て

◎
奥
田　

茂
雄
（
桐
山
５
７
１
番
地
）

　

５
万
円

　

瑞
宝
双
光
章
叙
勲
受
章
の
内
祝
と
し
て

赤
十
字
募
金

　

６
月
30
日（
金
）ま
で
、「
赤
十
字
社
員
増

強
運
動
」（
社
資
募
金
活
動
）
を
行
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
こ
の
資
金
を
も
と

に
災
害
救
護
活
動
を
は
じ
め
国
際
活
動
、
医

療
、
血
液
事
業
、
福
祉
事
業
な
ど
の
幅
広
い

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

募
金
は
、
千
早
赤
阪
村
分
区
（
村
社
会
福

祉
協
議
会
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
０
２
９
４

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

こ
れ
ま
で
培
っ
た
自
分
の
能
力
や
経
験
を

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
や
会
社
な
ど
か
ら
依
頼
さ
れ
た
仕
事

を
日
々
頑
張
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

剪
定
・
草
刈
・
荷
物
運
搬
・
施
設
管
理
・

清
掃
・
運
転
な
ど
の
業
務
や
家
事
援
助
な
ど

で
き
る
人
は
、
ぜ
ひ
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

入
会
資
格　

村
内
在
住
の
健
康
で
働
く
意
欲

が
あ
る
60
歳
以
上
の
人

年
会
費　

３
千
円
（
傷
害
保
険
料
含
む
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

村
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

　
（
千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

千
早
赤
阪
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

事
務
局　

☎
�
０
２
９
４

　

広
報
「
ち
は
や
あ
か
さ
か
」
平
成
29

年
５
月
号
と
併
せ
て
配
付
し
た
「
千
早

赤
阪
村
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

に
つ
い
て
、
緊
急
時
の
連
絡
先
に
誤
り

が
あ
っ
た
た
め
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。
訂
正
内
容
に
つ
い
て
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

正

誤

名　称 電話番号

富田林市消防署 0721－23－0119

富田林市消防署 0721－25－1122
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仕
事
を
探
し
て
い
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

　
「
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
利
用
く
だ
さ
い
。

　

専
門
の
「
相
談
員
」
が
、
生
活
相
談
か
ら

仕
事
の
紹
介
ま
で
一
貫
し
た
就
業
支
援
を
行

い
ま
す
。

○
働
き
た
い
人
に
は
情
報
提
供
・
職
業
紹
介

○
面
接
に
備
え
て
就
職
セ
ミ
ナ
ー

○
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
就
業
支
援
講
習
会

○
困
っ
た
と
き
に
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

相
談
日　

月
～
土（
午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

（
要
予
約
・
保
育
あ
り
）

場
所　

大
阪
市
中
央
区
谷
町
５-

４-

13

大
阪
府
谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉 

　

 

大
阪
府
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー　

☎
06（
６
７
６
２
）９
４
９
８

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間

　

大
阪
法
務
局
お
よ
び
大
阪
府
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」
を
設
置
し
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問

題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
、
適
切
な
措
置
を

講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
人
権
問
題

の
解
決
に
努
め
ま
す
。

電
話
［
子
ど
も
人
権
１
１
０
番
］

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０　

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

実
施
期
間　

６
月
26
日（
月
）～
７
月
２
日（
日
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

た
だ
し
、
７
月
１
日（
土
）・
２
日（
日
）は
午
前

10
時
～
午
後
５
時

相
談
内
容　

い
じ
め
、
不
登
校
、
体
罰
、
児

童
虐
待
な
ど
子
ど
も
の
人
権
問
題

担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部

　

☎
06（
６
９
４
２
）９
４
９
６　

６
月
は「
就
職
差
別
撤
廃
月
間
」で
す

《
し
な
い　

さ
せ
な
い　

就
職
差
別
》

　

就
職
の
面
接
で
、
本
人
や
家
族
の
出
身
地

や
職
業
、
思
想
・
信
条
な
ど
に
つ
い
て
質
問

す
る
こ
と
は
、
本
人
に
責
任
の
な
い
事
項
や

本
来
自
由
で
あ
る
べ
き
事
項
で
応
募
者
を
判

断
す
る
こ
と
に
な
り
、
就
職
差
別
に
つ
な
が

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
採
用
選
考
は
、
応

募
者
の
基
本
的
人
権
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、

応
募
者
本
人
の
適
正
・
能
力
に
基
づ
き
、
そ

の
人
の
資
質
や
長
所
を
見
い
だ
す
こ
と
を
通

じ
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

大
阪
府
で
は
、
６
月
を
「
就
職
差
別
撤
廃

月
間
」
と
定
め
、
啓
発
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
就
職
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
こ

と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
就
職
差
別
１
１
０
番
】

　

採
用
面
接
時
な
ど
の
差
別
に
つい
て
、
相
談
、

関
係
機
関
の
紹
介
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

☎
06（
６
２
１
０
）９
５
１
８　

※
６
月
14
日（
水
）～
16
日（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

Ｅ
メ
ー
ル　

　

rosei-g04@
sbox.pref.osaka.lg.jp

※ 

６
月
中
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
を
随

時
受
け
付
け
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
商
工
労
働
部
雇
用

　

推
進
室　

☎
06（
６
２
１
０
）９
５
１
８　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
度
国
家
公
務
員
採
用

一
般
職
試
験（
高
卒
者
試
験
）

申
込
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
原
則
）

　

６
月
19
日（
月
）～
28
日（
水
）

○ 

郵
送
ま
た
は
持
参　

６
月
19
日（
月
）～
21

日（
水
）（
通
信
日
付
印
有
効
）

第
一
次
試
験
日　

９
月
３
日（
日
）

試
験
地　

大
阪
市
ほ
か

　

受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ

Ｖ
Ｉ
」
へ

〈
問
い
合
わ
せ
〉
人
事
院
近
畿
事
務
局

　

試
験
第
二
係

　

☎
06（
４
７
９
６
）２
１
９
１  

第
20
回
大
阪
府
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

試
験
要
領
な
ど
（
受
験
申
込
書
）

・
配
布
時
期
お
よ
び
受
付
期
間

　

６
月
19
日（
月
）ま
で

・
配
布
場
所

　

健
康
福
祉
課
、
保
健
所
な
ど

試
験
日　

10
月
８
日（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

 

一
般
財
団
法
人　

大
阪
府
地
域
福
祉
推
進

財
団
（
フ
ァ
イ
ン
財
団
）
ケ
ア
マ
ネ
係

　

☎
06（
６
７
６
３
）８
０
４
４

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
更
新
制
度
に
つ
い

て
　

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
は
、
５
年
ご
と

に
更
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

有
効
期
間
を
更
新
す
る
た
め
に
は
、
有
効

期
間
満
了
日
ま
で
に
更
新
研
修
を
修
了
し
た

上
で
、
更
新
の
申
請
手
続
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

自
身
の
有
効
期
間
を
確
認
の
上
、
更
新
研

修
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
左
記
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

社
団
法
人　

大
阪
介
護
支
援
専
門
員
協
会

　

 

☎
06（
６
３
９
０
）４
０
１
０
（
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
）

ぜ
ろ
ぜ
ろ
な
な
の
ひ
や
く
と
お
ば
ん
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「
あ
な
た
な
ら
無
事
故
の
着
地
決
め

ら
れ
る　

６
月
４
日
～
10
日
は
危

険
物
安
全
週
間
で
す
。」

「
あ
な
た
な
ら
無
事
故
の
着
地
決
め

ら
れ
る　

６
月
４
日
～
10
日
は
危

険
物
安
全
週
間
で
す
。」

　

危
険
物
の
保
安
に
対
す
る
意
識
の
高

揚
と
啓
発
を
図
る
た
め
、
毎
年
６
月
の

第
２
週
は
危
険
物
安
全
週
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
ガ
ソ
リ

ン
・
灯
油
な
ど
の
燃
料
や
、
塗
料
な
ど

の
危
険
物
は
、
今
や
日
常
生
活
に
深
く

浸
透
し
、
必
要
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
こ
れ
ら
の
危
険
物

は
引
火
性
や
爆
発
性
を
持
っ
て
い
る
た

め
、
取
り
扱
い
を
誤
る
と
火
災
や
漏
え

い
事
故
な
ど
を
発
生
さ
せ
、
多
く
の
生

命
や
財
産
を
一
瞬
に
し
て
奪
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

富
田
林
市
消
防
本
部
で
は
、
危
険
物

の
取
扱
事
業
者
に
対
し
て
安
全
の
確
保

を
呼
び
掛
け
て
お
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

も
危
険
物
に
対
し
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
て
下
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
市
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
㉓
１
１
２
４

フ
ク
ロ
ウ
の
生
態
を
探
ろ
う

　

フ
ク
ロ
ウ
の
ペ
リ
ッ
ト
を
解
剖
し
て
食
べ

た
も
の
を
推
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
終
わ
っ

た
後
で
フ
ク
ロ
ウ
を
腕
に
載
せ
て
軽
さ
を
体

験
し
ま
す
。

日
時　

６
月
25
日（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
２
階（
東
阪
１
２
３
８-

５
）

定
員　

20
人
（
要
申
し
込
み
）

参
加
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

使
い
捨
て
ポ
リ
袋

講
師　

都　

基
学　

氏

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ　

☎
�
０
０
９
０

　

http://w
w

w
.sinrin.org/foresta/ 

花
の
文
化
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
６
回　
花
の
文
化
園　
自
然
か
ん
さ
つ
会

　

そ
の
季
節
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
植

物
の
姿
・
営
み
を
観
察
し
ま
す
。

日
時　

６
月
24
日（
土
）
午
後
２
時
～

（
所
要
時
間
：
約
１
時
間
）
※
荒
天
中
止

開
催
場
所　

花
の
文
化
園

集
合
場
所　

入
園
ゲ
ー
ト

参
加
費　

５
０
０
円
（
園
内
レ
ス
ト
ラ
ン
の

飲
み
物
券
付
）
※
別
途
入
園
料
が
必
要

定
員　

15
人

申
込
方
法　

６
月
５
日（
月
）か
ら
電
話
ま
た

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
（
先
着
順
）

植
物
の
ア
レ
ン
ジ
レ
ッ
ス
ン
～

７
月
は「
観
葉
植
物
を
使
っ
た
寄
せ
植
え
」

日
時　

７
月
９
日（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

（
所
要
時
間
：
約
90
分
）

開
催
場
所　

花
の
文
化
園　

園
芸
室

参
加
費　

２
千
円　

※
別
途
入
園
料
が
必
要

定
員　

20
人

申
込
方
法　

６
月
５
日（
月
）か
ら
電
話
ま
た

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
（
先
着
順
）

ア
ジ
サ
イ
が
見
頃
を
迎
え
ま
す

　

１
０
０
０
㎡
あ
る
ア
ジ
サ
イ
園
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
品
種
を
植
栽
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
。

　

咲
き
進
む
に
つ
れ
て
花
色
が
変
化
す
る
こ

と
も
ア
ジ
サ
イ
の
魅
力
の
一
つ
で
、
梅
雨
空

の
下
、
日
を
追
う
ご
と
に
色
彩
が
移
ろ
う
様

子
は
他
の
植
物
に
は
な
く
、
シ
ー
ズ
ン
中
、

来
園
い
た
だ
く
た
び
に
違
っ
た
花
色
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

園
全
体
で
は
、
約
１
４
０
品
種
、
９
２
０

株
植
栽
し
て
い
ま
す
。

　

雨
に
潤
い
な
が
ら
幸
せ
そ
う
に
咲
く
ア
ジ

サ
イ
の
花
を
探
し
に
花
の
文
化
園
へ
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

見
頃　

６
月
上
旬
～
下
旬

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
立
花
の
文
化
園

　
（
河
内
長
野
市
高
向
２
２
９
２-

１
）

　

☎
�
８
７
３
９

　

ア
ド
レ
ス　

http://gfc- osaka.com
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楠　公　祭
　４月25日、楠木正成の遺徳をしのび、楠公誕生地において楠公祭が行われました。当日は晴天に恵まれ神
楽や詩吟の他、げんき保育園児による太鼓の奉納がありました。
園児たちの元気なかけ声や太鼓の音が大きく空に響きました。

頑張りました！！

　４月２日、村民運動場で春季ソフトボール大会
が４チームの参加により開催されました。
優　勝　下東阪スポーツクラブ
準優勝　小吹アローズ
 

　４月９日、海洋センターアリーナで春季ソフト
バレーボール大会が６チームの参加により開催さ
れました。
優　勝　カナンヴィーナス
準優勝　中学２年生母親
３　位　チェリー

● 春季ソフトボール大会 ●● 春季ソフトバレーボール大会 ●
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・近況は・・・
　大学で歴史学の勉強をしながら教員免許を取
得するため頑張っています。
・趣味は・・・
　最近はよくサッカーをしています。
・夢は・・・
　中学校の頃からの夢である教員になることで
す。
・最近、楽しいと思ったことは・・・
　友達とボーリングをしに行ったことです。
・思い出のアルバムから・・・

・千早赤阪村について・・・
　自然が豊かで空気のきれいなところが好きで
す。
　史跡なども多く魅力的だと思います。
・次号は・・・
　中学校の同級生の尾谷実里さんです。
・尾谷さんへメッセージを・・・
　またみんなでバレーしよう

桐山　 道　端 　 祐　介 さん
＜19歳　うお座＞

YusukeMichibata

小吹台　かさはら　ゆうき　くん
（　笠　原　悠　希　）

　　　　　　　　　　　　　　平成23年６月９日生まれ

	 かさはら　あつき　くん
（　笠　原　淳　希　）

　　　　　　　　　　　　　　平成27年６月９日生まれ

いつも元気いっぱい仲良くね。

　父・孝英さん　母・仁美さん

さくら祭
　５月３日、葛木神社・金剛錬成会による「さくら祭」
が行われました。
　うすみどり色の花が咲くことで有名な「金剛ざくら」
の下、歌手のあずまりかさんによる「金剛山」の歌や、
もちまき、回数登山の表彰が行われ、たくさんの人た
ちでにぎわいました。

５歳のときの秋祭りで姉と撮った写真です。
この頃からずっとだんじりが好きで色々な
ものをだんじりに見立てて遊んでいました。

307
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き
村国保診療所の診療曜日・時間が変わりました

•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎�0038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（月）（水）（木）　午後２時～４時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎�0240
　午後診　（火）（金）　午後２時～４時

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療

内科・歯科
（歯科は午前のみ）

休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉓9919
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救 急 安 心 セ ン タ ー お お さ か ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大 阪 府 小 児 救 急 電 話 相 談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大 阪 府 救 急 医 療 情 報 セ ン タ ー
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo － qq.jp/

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
�
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

広
場
・
講
習

のびのびげんきひろば
（ai♡げんきの出張ひろば）

６月５日・12日・
19日・26日・
７月３日㈪

午前10時
～11時30分

就学前の乳幼児と
保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・相談）

６月21日㈬

午前10時
～11時30分

０～１歳頃までの
乳幼児と保護者

離 乳 食 講 習 会
（あかちゃん広場に併設）

午前10時30分
～10時45分

１歳頃までの乳幼児
の家族

相　
　

談

無 料 弁 護 士 相 談・
保健師こころの相談 ６月９日㈮

午後２時～
（要予約、1人30分程度）
（初回の人優先）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問
題など法律相談を希
望する人

（同日に身体やこころ
の相談も行います）

保健師による健康相談
（電話・来庁） ６月20日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護など
相談を希望する人

個 別 健 康 栄 養 相 談 ６月23日㈮ 午後１時30分～
（要予約）

食事療法が必要な人、
健康のため食生活を改
善したい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

休日・夜間の医療機関など

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙

 
発

行
／

千
早

赤
阪

村
役

場（
〒

585−
8501大

阪
府

南
河

内
郡

千
早

赤
阪

村
大

字
水

分
180番

地
） 

　
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.vill.chihayaakasaka.osaka.jp/
 

編
集

／
人

事
財

政
課

　
地

域
戦

略
室

　
☎

 0721−
72−

0081　
 0721−

72−
1880 

  2017.6 N
o.521

 
E−

m
ail　

iken@
vill.chihayaakasaka.lg.jp

も え る ご み
（火・金曜日）

６月２日（金）・
６日（火）・９日（金）
１3日（火）・１6日（金）
20日（火）・23日（金）
27日（火））・30日（金）
７月４日（火）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

６月７日（水）
７月５日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

６月８日（木）
　　22日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） ６月15日（木）

空 カ ン・ 空 ビ ン
（第４水曜日） ６月28日（水）

各地区ミゼット車 ６月19日（月）予定

森屋、水分、川野邉、二河原邉
桐山、小吹、吉年 ６月29日（木）予定

千早、東阪、中津原 ６月30日（金）予定

心配ごと ６月１日（木）
７月６日（木）

児　　童 ６月１日（木）
７月６日（木）

行　　政 ６月１日（木）
７月６日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時
住民課　☎�0081

（※河南町・太子町役場でも相談可）
河南町住民生活課☎�2500
太子町住民人権課☎�5515
いずれも予約不要。電話相談可。

時間　午後１時～３時
場所　保健センター１階（相談室）

総人口　5,437人（－17）
　男　　2,581人（－６）
　女　　2,856人（－11）
世帯数　2,342戸（－３）

４月末日現在、（ 　） は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
観光・産業振興課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう

教　　育
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
教育委員会事務局教育課

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙

広場＆相談など


